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（２０１０年９月２８日／官庁速報）


日ごろの取り組みに、敬意を表します。

　標記の件について、官庁速報に下記のとおり掲載されましたので、お知らせします。

認定こども園への国庫補助拡大へ＝施設整備費と運営費―政府
政府は、追加経済対策に子育て支援や幼保一体化に向けた規制改革を盛り込んだ。幼稚園と保育所の機能を併せ持つ「認定こども園」について、各都道府県に設置した「安心こども基金」からの、施設整備費と運営費の補助対象を拡大する。
　
１歳児以上の子どもを預けられる認定こども園を増やし、女性が働きやすい環境を整えるのが目的。　２００６年に導入された認定こども園には、(1)認可幼稚園に保育機能を加えた「幼稚園型」(2)認可保育所に幼稚園機能を加えた「保育所型」(3)両方の認可を受けた「幼保連携型」がある。
これまで、同基金からは、幼保連携型のみ施設整備費の国庫補助を受けられたが、今後は、施設や保育士の配置状況が幼保連携型と同水準の幼稚園型と保育所型も補助対象に加える。
　また、従来０歳児を受け入れていないため、基金からの運営費補助の対象外だった幼稚園型の認定こども園については、１歳児以上を受け入れれば補助対象に加える。
このほか、認可保育所と連携した上で保育士らが自宅などで乳幼児を預かる「家庭的保育事業（保育ママ）」の普及を図るため、連携先に一定の条件を満たした幼稚園も認めることにした。
具体的な条件については、今年度中に結論を得るとしている。（２０１０年９月２８日／官庁速報） 
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